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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

８９号
2017 年 10 月16 日

解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
採
用
を
求
め
る
Ｊ
Ｒ
東
宛
署
名

３
万
７
１
１
５
筆
（
17
年
10
月
16
日
現
在
）

　
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
を
め
ぐ
り
、
連

合
の
逢
見
事
務
局
長
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
）
が
首
相
官
邸
で
安
倍
首
相
と
密

会
を
重
ね
、
連
合
を
残
業
代
ゼ
ロ
容

認
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
ま
し

た
が
、
た
ち
ま
ち
連
合
本
部
が
抗
議

デ
モ
に
包
囲
さ
れ
、
全
国
か
ら
怒
り

の
声
が
噴
出
し
、
連
合
は
残
業
代
ゼ

ロ
反
対
を
堅
持
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
改
憲
ど
こ
ろ

か
徴
兵
制
に
賛
成
す
る
組
合
で
す
。

経
営
者
と
話
を
つ
け
て
ユ
ニ
オ
ン

シ
ョ
ッ
プ
を
駆
使
し
て
労
働
者
の
闘

い
を
抑
圧
す
る
役
割
を
買
っ
て
出
る

こ
と
で
約
１
６
０
万
人
の
組
合
員
を

擁
す
る
連
合
最
大
の
単
産
に
な
り
ま

し
た
。
産
経
新
聞
労
組
も
加
わ
っ
て

い
ま
す
。
安
倍
は
、
財
界
・
政
府
が

育
成
し
た
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
手
引
き

で
連
合
丸
ご
と
を
改
憲
賛
成
・
自
民

党
支
持
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
す
。

　
安
倍
首
相
が
解
散
に
踏
み
切
る

と
、
今
度
は
、
安
倍
以
上
に
改
憲
強

硬
派
の
小
池
都
知
事
が
新
党
を
立
ち

上
げ
、
連
合
の
神
津
会
長
と
小
池
、

民
進
党
の
前
原
が
会
談
し
、
小
池
新

党
に
民
進
党
が
丸
ご
と
合
流
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
一
夜
に
し
て
衆

参
百
数
十
議
席
を
持
つ
公
党
が
消
滅

し
、
し
か
も
改
憲
と
安
保
法
の
踏
み

絵
で
選
別
し
た
の
で
す
。

　
戦
後
70
年
の
労
働
運
動
の
歴
史
の

大
き
な
分
岐
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

連
合
は
、
安
倍
や
小
池
に
翻
弄
さ
れ

崩
壊
過
程
に
あ
り
ま
す
。
現
場
労
働

者
の
怒
り
や
気
持
ち
を
無
視
し
て
、

幹
部
が
勝
手
に
自
民
支
持
や
小
池
支

持
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
連
合
傘
下
の
組
合
員
は
「
労
働
組

合
が
改
憲
と
戦
争
の
旗
を
振
っ
て
よ

い
の
か
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い

ま
す
。
安
倍
と
逢
見
の
連
合
の
っ
と

り
の
画
策
は
失
敗
し
、
小
池
新
党
も

完
全
に
失
墜
し
ま
し
た
。
労
働
者
を

甘
く
見
た
結
果
で
す
。
こ
の
激
動
情

勢
は
、支
配
の
動
揺
と
危
機
を
伴
い
、

労
働
者
の
意
識
の
流
動
化
と
活
性
化

を
生
み
出
し
ま
す
。今
回
の
事
態
は
、

国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
反
動
的
バ
ネ

に
右
翼
的
労
線
統
一
で
生
ま
れ
た
連

合
が
崩
壊
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
連
合

に
対
抗
し
て
、
階
級
的
労
働
運
動
の

旗
と
陣
地
を
守
っ
て
き
た
国
鉄
闘
争

の
真
価
を
発
揮
す
る
と
き
で
す
。
労

働
運
動
再
生
情
勢
が
来
た
の
で
す
。

　
11
月
上
旬
、
米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
来
日
し
、
日
米
戦
争
会
談
が
行
わ

れ
ま
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
開
始
し

た
戦
争
は
十
数
年
が
経
過
し
、
中
東

全
域
に
拡
大
し
、
数
百
万
人
の
生
命

を
奪
い
、
数
千
万
人
の
難
民
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島
で
戦
争

が
始
ま
る
前
に
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
闘

い
が
必
要
で
す
。

　
労
働
運
動
が
荒
々
し
く
社
会
に
登

場
す
る
時
代
が
来
ま
し
た
。
労
働
者

の
国
際
連
帯
の
力
で
戦
争
を
止
め
よ

う
。
国
際
連
帯
の
成
功
さ
せ
る
た
め

11
・
５
の
賛
同
を
拡
大
し
、
日
比
谷

野
音
へ
の
大
結
集
を
実
現
し
よ
う
。

安倍・トランプの戦争会談
ぶっ飛ばす銀　

　座
１１・５集会の成功へ賛同の拡大を

社
へ
の
抗
議
行
動
が
闘
わ
れ
た
（
上
の
写
真
）。
約

１
０
０
人
が
結
集
し
、
動
労
東
京
の
ス
ト
要
求
を
Ｊ

Ｒ
本
社
に
突
き
つ
け
１
０
４
７
名
の
解
雇
撤
回
を
求

め
る
動
労
千
葉
に
対
し
団
体
交
渉
に
も
応
じ
な
い
Ｊ

Ｒ
を
弾
劾
し
、
常
磐
線
の
竜
田
―
富
岡
間
延
伸
に
抗

議
し
た
。

　
動
労
総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
の
小
玉
忠
憲
代
表

が
「
解
雇
撤
回
を
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
」
と
表
明
。

動
労
水
戸
の
辻
川
慎
一
副
委
員
長
が
常
磐
線
開
通
絶

対
阻
止
を
訴
え
、
動
労
連
帯
高
崎
、
動
労
西
日
本
、

動
労
神
奈
川
な
ど
が
闘
う
意
思
を
表
し
た
。

　
最
後
に
動
労
総
連
合
の
川
崎
昌
浩
書
記
長
が
「
す

べ
て
を
11
・
５
労
働
者
集
会
へ
」
と
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
２
次
下
請
け
で
あ
る
交
通
機
関

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
①
組
合
員
の
雇
用
期
間
の
６
カ

月
か
ら
３
カ
月
へ
の
短
縮
の
撤
回
、
②
深
夜
の
休
憩

時
間
の
確
保
と
夜
勤
手
当
の
倍
増
、
③
仮
眠
室
の
設

置
の
要
求
を
掲
げ
た
ス
ト
だ
。

　
午
前
８
時
、
交
通
機
械
サ
ー
ビ
ス
本
社
の
あ
る
Ｊ

Ｒ
東
日
本
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
前
で「
ス
ト
決
行
中
」

の
横
断
幕
を
掲
げ
て
ス
ト
突
入
集
会
。
組
合
員
と
支

援
70
人
が
集
ま
っ
た
。

　
金
子
浩
書
記
長
が
司
会
を
務
め
、
ス
ト
に
突
入

し
た
八
潮
支
部
組
合
員
が
「
今
日
の
ス
ト
で
う
ら

み
を
晴
ら
す
」「
私
た
ち
の
要
求
は
当
た
り
前
の
こ

と
。
そ
れ
を
無
視
す
る
会
社
は
許
せ
な
い
」「
手
取

り
13
万
円
で
は
生
活
で
き
な
い
。
自
分
の
健
康
と
家

族
を
守
る
た
め
に
闘
う
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
正
午
か
ら
動
労
総
連
合
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本

　
動
労
東
京
八
潮
支
部
が
10
月
10
日
、
午
前
８
時
20

分
の
就
業
時
か
ら
全
組
合
員
８
人
が
24
時
間
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
入
っ
た
（
下
の
写
真
）。

戦争させない！
安倍・小池を倒

そう！

トランプ
来日弾劾
デモ

東京―ソウル国際共同行動

日比谷野外音楽堂

全国労働者総決起集会
闘う労働組合を甦らせよう　国鉄闘争勝利
戦争と民営化、労働法制解体に反対

【集会内容】１０４７名解雇撤回／非正規職を撤廃しよ
う／労働法制の改悪を許さない／国際連帯アピール：
韓国・民主労総ソウル地域本部、米国・国際港湾倉
庫労組ローカル21、ドイツ・機関士労組、フィリピン・
航空地上職労組　ほか

韓国民主労総・労働者大会（日本から代表団）

改憲阻止！１万人大行進
リレーアピール

銀座デモ（日比谷公園→銀座→東京駅）

【呼びかけ】全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部／全国金属機械労働組合港合同／国鉄千葉動力車労働組合／国鉄分割・民営化に反対し、1047名
解雇撤回闘争を支援する全国運動（国鉄闘争全国運動）【事務局】千葉市中央区要町2-8　DC会館　TEL.043-222-7207　FAX.043-224-7197

午後２時正午

11.12ソウル

午後３時

【協賛団体】憲法と人権の日弁連をめざす会／裁判員制度はいらない！大運
動／三里塚芝山連合空港反対同盟／許すな改憲！大行動／現代の治安維持
法と闘う会／婦人民主クラブ全国協議会／とめよう戦争への道！百万人署
名運動／すべての原発いますぐなくそう！全国会議（NAZEN）／福島診
療所建設委員会／外登法・入管法と民族差別を撃つ全国実行委員会／星野
さんをとり戻そう！全国再審連絡会議／全国水平同盟／全国労働組合交流
センター／全日本学生自治会総連合（斎藤委員長）／合同・一般労働組合
全国協議会／動労総連合（9月29日現在）

11月 5日（日）

11月12日（日）

戦争させない！
安倍・小池を倒

そう！

東京 ソウル国際共同行動

原発
NO!

解雇
撤回

出
向
無
効
確
認
訴
訟 

不
当
判
決
弾
劾
！（
記
事

裏
面

）
●
闘
う
労
働
運
動
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
！

　

国
鉄
闘
争
勝
利
！

　
戦
争
と
民
営
化
・
労
働
法

制
解
体
に
反
対
す
る
１
万
人
大
行
動

11
・
５
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

　
11
月
５
日
（
日
）
正
午
／
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　（
改
憲
阻
止
１
万
人
大
行
進
／
午
後
２
時
～
）

動
労
東
京
八
潮
支
部
が
ス
ト

Ｊ
Ｒ
東
本
社
に
動
労
総
連
合
が
抗
議
行
動

1万人デモを
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９
月
30
日
、
千
葉
市
民
会
館
で
動

労
千
葉
、
ち
ば
合
同
労
組
の
呼
び
か

け
で
「
改
憲
と
労
働
法
制
改
悪
に
反

対
す
る
９
・
30
千
葉
集
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
11
・
５
集
会
に
向
け
た

集
会
で
す
。
国
会
解
散
―
総
選
挙
の

強
行
、
さ
ら
に
は
民
進
党
の
一
夜
に

し
て
の
瓦
解
と
い
う
情
勢
の
直
後
で

あ
り
、
改
憲
と
戦
争
が
切
迫
す
る
状

況
の
な
か
労
働
者
・
市
民
を
中
心
に

１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
根
津
公
子

さ
ん
（
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び
か

け
人
）
は
、
自
身
の
経
験
を
ま
じ
え

て
「
戦
争
と
関
係
の
な
い
職
場
は
な

い
。
と
り
わ
け
学
校
職
場
は
戦
争
と

直
結
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
『
戦

争
反
対
』の
仕
事
が
で
き
る
」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
か
ら
田
中
康
宏
委
員
長

は
「
社
会
全
体
が
戦
争
に
の
み
込
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
を
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
11
・
５
労
働
者

集
会
・
改
憲
阻
止
１
万
人
行
動
へ
結

集
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
船
橋
の
病
院
労
組
、
ユ
ニ
オ
ン
習

志
野
、
介
護
職
場
の
分
会
か
ら
労
働

条
件
改
悪
と
の
闘
い
、
労
働
委
員
会

闘
争
、
労
働
者
と
利
用
者
の
権
利
破

壊
は
戦
争
と
一
体
の
問
題
と
の
訴
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟

か
ら
太
郎
良
陽
一
さ
ん
が
、「
騒
音

を
め
ぐ
っ
て
周
辺
住
民
が
立
ち
上
が

り
始
め
た
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
内
房
線
と
地
域
を
守
る
会

か
ら
従
来
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
地
域
で
の
署
名
運
動
の
拡
が
り

が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
な
る
署
名
の
協

力
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
も
学
生
や
各
市
民
団
体

な
ど
か
ら
発
言
が
あ
り
、
最
後
に

11
・
５
日
比
谷
集
会
へ
の
結
集
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
、
動
労
総
連
合
・
強
制

出
向
無
効
確
認
訴
訟
の
判
決
裁
判
が

行
わ
れ
た
。
東
京
地
裁
民
事
第
11
部

の
佐
々
木
宗
啓
裁
判
長
は
、
外
注
化

も
出
向
も
す
べ
て
容
認
す
る
反
動
判

決
を
出
し
た
。外
注
化
や
偽
装
請
負
、

強
制
出
向
を
合
法
化
す
る
こ
と
で
、

安
倍
政
権
の
働
き
方
改
革
、
戦
争
と

改
憲
の
反
動
的
意
思
で
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
り
徹
底
弾
劾
す
る
。

　
判
決
は
、
労
働
協
約
も
本
人
の
同

意
も
な
く
て
も
「
就
業
規
則
及
び
出

向
規
定
に
基
づ
き
、
出
向
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。
さ
ら
に

偽
装
請
負
に
つ
い
て
は
「
違
法
な
状

態
に
す
る
こ
と
を
目
的
」
に
し
て
い

る
か
「
違
法
性
の
程
度
が
社
会
通
念

上
見
過
ご
せ
な
い
ほ
ど
重
大
」
な
場

合
の
み
外
注
化
・
出
向
命
令
が
無
効

に
な
る
と
し
た
。

　「
多
少
違
法
で
も
外
注
化
し
て
い

い
」
と
お
墨
付
き
を
与
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
。
具
体
的
な
職
場
の
実

態
に
つ
い
て
も
「
偽
装
請
負
と
い
う

ほ
ど
で
は
な
い
」
と
ご
ま
か
し
た
。

　
違
法
だ
が
見
過
ご
せ
な
い
程
で
は

な
い
?!

　
こ
れ
が
裁
判
所
の
書
い
た

文
章
な
の
か
？

　
ウ
ソ
と
ペ
テ
ン
と

ご
ま
か
し
だ
ら
け
の
本
当
に
ふ
ざ
け

き
っ
た
判
決
だ
。

　
佐
々
木
裁
判
長
は
東
京
地
裁
の

１
０
４
７
名
闘
争
裁
判
で
「
不
当
労

働
行
為
」
認
定
を
出
し
た
白
石
裁
判

長
を
左
遷
し
た
枠
に
送
り
込
ま
れ
て

き
た
人
間
だ
。
裁
判
中
は
、
あ
ま
り

の
矛
盾
に
裁
判
長
で
さ
え
会
社
を
擁

護
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
判
決
文

で
は
一
転
し
て
会
社
主
張
を
全
面
擁

護
し
た
。

　
出
向
期
間
に
つ
い
て
は
、「
当
初
、

実
施
か
ら
10
年
を
か
け
て
、
被
告
か

ら
の
出
向
者
が
エ
ル
ダ
ー
出
向
者
や

プ
ロ
パ
ー
社
員
に
置
き
換
わ
る
こ
と

を
予
定
」「
原
告
ら
も
、
エ
ル
ダ
ー

社
員
を
除
く
出
向
を
解
消
す
る
ま
で

10
年
程
度
を
要
す
る
こ
と
を
出
向
施

策
の
提
案
時
か
ら
団
体
交
渉
等
を
通

じ
て
認
識
し
て
い
た
」「
出
向
命
令

の
期
間
や
本
件
業
務
委
託
の
方
法
に

つ
い
て
の
説
明
に
虚
偽
は
な
か
っ

た
」と
ウ
ソ
ば
か
り
が
並
ん
で
い
る
。

　「
出
向
期
間
を
延
長
さ
れ
、
そ
の

大
多
数
は
Ｊ
Ｒ
に
復
帰
す
る
こ
と
な

く
定
年
を
迎
え
る
と
し
て
も
、
看
過

し
難
い
不
利
益
で
は
な
い
」「
通
常

の
異
動
に
伴
い
甘
受
す
べ
き
程
度
を

超
え
な
い
」「
実
質
的
転
籍
と
は
い

え
な
い
」
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

　
ス
ト
破
り
に
つ
い
て
は
、
組
合
の

争
議
権
の
問
題
を
あ
え
て
避
け
、「
動

労
総
連
合
だ
け
を
狙
い
撃
ち
し
た
も

の
で
は
な
い
」
と
ご
ま
か
し
た
。
外

注
化
の
目
的
も
会
社
の
主
張
を
丸
写

し
、最
後
に
「
と
認
め
ら
れ
る
」
と
、

な
ん
の
理
屈
も
な
く
全
面
擁
護
だ
。

　
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
デ
タ
ラ
メ
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

に
Ｊ
Ｒ
や
裁
判
所
が
い
か
に
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
た
か
が
表
れ
て
い
る
。

外
注
化
反
対
の
闘
い
は
敵
を
グ
ラ
グ

ラ
に
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。
不
当
判
決

徹
底
弾
劾
！

　
外
注
化
粉
砕
ま
で
徹

底
的
に
闘
い
ぬ
こ
う
。

強
制
出
向
無
効
確
認
訴
訟 

不
当
判
決
弾
劾
！

外
注
化
粉
砕
へ
最
後
ま
で
闘
い
抜
く

職場から戦争反対を
改憲と労働法制反対９・30千葉集会

　
東
京
・
亀
戸
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
で

10
月
13
日
、「
戦
争
と
改
憲
、
絶
対

と
め
る

　
労
働
法
制
改
悪
や
め
ろ
！

10
・
13
東
部
集
会
」
が
40
人
の
参
加

で
か
ち
と
ら
れ
た
。

　
集
会
開
始
前
に
ビ
デ
オ
上
映
を

行
っ
た
。
日
本
共
産
党
の
裏
切
り
で

中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
２
・
１
ゼ
ネ

ス
ト
な
ど
の
、
戦
後
革
命
期
の
労
働

運
動
の
ビ
デ
オ
だ
。
荒
々
し
い
労
働

者
の
闘
い
の
姿
が
新
鮮
だ
っ
た
。

　
司
会
は
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
東
京

東
部
の
会
共
同
代
表
の
米
山
さ
ん
。

米
山
さ
ん
は
冒
頭
、
朝
８
時
か
ら
闘

い
ぬ
か
れ
た
動
労
東
京
八
潮
支
部
の

大
井
工
場
前
の
ス
ト
突
入
集
会
に
参

加
し
た
感
動
を
述
べ
つ
つ
、
八
潮
支

部
長
が
今
回
の
集
会
に
参
加
し
て
く

れ
た
と
発
言
し
た
。

　
佐
藤
支
部
長
に
よ
る
24
時
間
ス
ト

ラ
イ
キ
の
報
告
と
決
意
は
感
動
的

だ
っ
た
。

　
続
い
て
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
東
交
の
大
木
さ
ん
が
「
実
行
委
員

会
か
ら
の
提
起
」
を
行
っ
た
。
大
木

さ
ん
は
「
安
倍
が
『
国
難
突
破
』
と

称
し
て
北
朝
鮮
に
対
す
る
戦
争
の
た

め
に
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
斎
藤
い
く
ま
全
学
連
委
員
長

が
東
京
８
区
か
ら
立
候
補
し
た
。
10

月
15
日
の
阿
佐
谷
デ
モ
に
総
決
し
、

11
・
５
に
改
憲
・
戦
争
絶
対
反
対
の

労
働
者
集
会
の
銀
座
１
万
人
デ
モ
に

立
と
う
」
と
訴
え
た
。

　
本
集
会
の
メ
イ
ン
は
動
労
総
連
合

書
記
の
片
峯
潤
一
さ
ん
の
講
演
で
あ

る
。
片
峯
さ
ん
は
斎
藤
い
く
ま
全
学

連
委
員
長
と
一
緒
に
法
政
大
学
で

闘
っ
た
こ
と
を
語
り
な
が
ら
、
北
朝

鮮
に
対
す
る
戦
争
を
止
め
る
の
は
労

働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
り
、
イ
ラ

ク
戦
争
の
時
に
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組

合
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
が
港
湾
を
封
鎖
す
る
ス

ト
ラ
イ
キ
に
決
起
し
た
歴
史
的
闘
い

に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
講
演
の
中
心
は
動
労
千
葉
労
働
運

動
の
神
髄
を
わ
か
り
や
す
く
、
や
さ

し
く
、
し
か
し
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
。
故
中
野
洋
元
動
労
千
葉
顧
問
と

会
っ
て
話
し
た
こ
と
が
な
い
世
代
の

青
年
が
動
労
千
葉
の
闘
い
の
歴
史
と

神
髄
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
に
感
動

し
た
。

　
質
疑
・
討
論
の
最
後
に
「
東
部
の

会
」
共
同
代
表
の
橋
本
さ
ん
が
ま
と

め
と
行
動
提
起
を
行
っ
た
。

（
投
稿
／
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
東

京
東
部
の
会
）

銀
座
１
万
人
デ
モ
に
立
と
う

11
・
５
日
比
谷
へ
向
け
東
京
東
部
集
会

　
10
月
３
日
、「
安
倍
政
権
に
よ
る

戦
争
と
改
憲
を
許
さ
な
い
北
部
集

会
」
が
東
京
・
練
馬
区
内
で
開
か
れ
、

45
人
が
参
加
し
た
。
集
会
は
、
安
倍

に
よ
る
改
憲
ク
ー
デ
タ
ー
の
解
散
総

選
挙
に
対
し
労
働
組
合
拠
点
建
設
を

軸
に
し
た
地
域
の
組
織
化
と
衆
院
選

闘
争
へ
の
決
起
の
場
と
な
っ
た
。

　
動
労
東
京
の
青
年
労
働
者
の
司
会

で
冒
頭
、
自
治
体
労
働
者
が
提
起
し

た
。「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
対
し

て
動
労
千
葉
を
先
頭
に
闘
い
、
い
ま

だ
改
憲
は
で
き
て
い
な
い
。
安
倍
の

解
散
・
総
選
挙
を
ぶ
っ
と
ば
そ
う
。

全
学
連
の
斎
藤
委
員
長
と
共
に
、
闘

う
労
働
組
合
の
団
結
を
つ
く
り
若
い

世
代
に
引
き
継
ぐ
決
意
で
組
合
役
員

に
名
乗
り
を
あ
げ
た
」。

　
百
万
人
署
名
運
動
東
京
北
部
連
絡

会
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
安
倍
の

デ
マ
・
ペ
テ
ン
の
政
治
手
法
を
暴
露

し
、
会
場
か
ら
「
そ
う
だ
」
の
声
。

　「
日
の
丸
・
君
が
代
」
不
起
立
を

闘
う
教
育
労
働
者
が
「
自
分
の
学
校

で
も
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
使
っ
た
戦
前
と

み
ま
が
う
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
」

と
警
鐘
を
乱
打
し
た
。

　
都
庁
ふ
く
し
ま
署
名
解
雇
の
当
該

で
あ
る
柿
沼
さ
ん
は
「
小
池
の
ど
の

口
が
『
原
発
ゼ
ロ
』
か
！

　
福
島
避

難
者
の
住
宅
補
償
を
打
ち
切
っ
た
の

は
誰
だ
！

　
私
の
ク
ビ
を
切
っ
た
の

は
誰
だ
！
」
と
闘
う
決
意
。

　
動
労
東
京
八
潮
支
部
が
ス
ト
決
行

を
宣
言
し
、満
場
の
拍
手
を
浴
び
た
。

　
今
回
の
集
会
は
、
陽
和
病
院
（
練

馬
区
）で
起
き
た「
10
・
３
事
件
」（
入

院
患
者
が
夜
勤
中
の
看
護
師
を
刺
殺

し
た
事
件
）
か
ら
10
年
に
あ
た
り
、

精
神
医
療
の
労
働
組
合
と
地
域
の
団

結
を
固
め
る
場
で
も
あ
っ
た
。

　
一
陽
会
労
組
の
坪
井
委
員
長
は

「
10
・
３
事
件
も
や
ま
ゆ
り
園
事
件

も
『
命
よ
り
も
金
』
の
新
自
由
主
義
、

医
療
福
祉
の
民
営
化
、
非
正
規
職
化

が
進
行
す
る
中
で
起
き
た
。
新
自
由

主
義
と
闘
う
労
組
の
拠
点
を
つ
く

る
。
持
病
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
青

年
の
解
雇
撤
回
闘
争
を
18
年
非
正
規

化
攻
撃
と
の
攻
防
と
し
て
闘
う
」
と

宣
言
。
一
陽
会
労
組
組
合
員
が
壇
上

に
並
び
、
解
雇
当
該
の
青
年
組
合
員

が
決
意
を
表
明
し
た
。

　
パ
ワ
ハ
ラ
解
雇
攻
撃
闘
う
障
害
者

雇
用
の
青
年
労
働
者
、
退
職
強
要
や

不
当
処
分
と
闘
う
東
京
北
部
ユ
ニ
オ

ン
の
組
合
員
、
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加

し
た
高
齢
者
、
星
野
絵
画
展
に
続
い

て
参
加
し
た
女
性
な
ど
、
練
馬
地
域

で
の
運
動
の
広
が
り
を
確
信
で
き
る

も
の
だ
っ
た
。

　
労
働
組
合
の
拠
点
建
設
と
地
域
の

う
ね
り
を
11
・
５
労
働
者
集
会
、
改

憲
阻
止
１
万
人
行
進
へ
！

（
東
京
北
部
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
）

新
自
由
主
義
と
闘
う
労
組
拠
点
を

11
・
５
へ
練
馬
区
内
で
東
京
北
部
集
会


